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農業:家族の周期段階の移行に伴う就業構造の変七 石 川県尿上､町・つ哨合
f  板すふ短 大　久儡桂子

目的　晨.業就ｔ 人口 の高齢厄 ．晨家人､ロ の他農業八の逝淑仮向ぱ近年かなり指摘されて

さf' この就覚篠濫の変紀は. 個 々の農象乙ヽは家棟 周期段啼の埓有 乙契磯 として＆ こる場

合わ啼 い こじjﾌ抒 想､される．本研究は. 直烏蒙族制 の３つの周期 段階 左.各家族核17) 8 フ・

圈期段階によ．乙l 厄 分レ 最近 約o 年間の明期段階の移行に伴う農象の就業球遠・ 支柚
瓦分訴すら ．

方汰 石 川県根上町中の圧処どの全 農家tと帯岬戸、右系地已剥戸の計 切戸c 他に離農世

帯Zl 幻 に対し・訪問向捲聴取調fc £家､施. 調査時期山<^認削 州81 ヨ～日a  ．

銘果　(D   以 の死七〕i 母 の死亡J は農業就 業音数:<n減少芭わ/≒らオ．その戦少ヽ分につ

ぃx の労働-h の補匙は充分行われず. 経営規護が縮ll)されろ．(D iアトトリの学挾 専業J

は, -/ta産業就 業首炊の増ｶﾛ に つな球り 、農業就業者仙 客嬬加しない．経営現槙の丸さな農

業世帯のアトト リほど高学歴 乙ヽ．安定的な恒営的靭務に就 いてぃる． ③ げ トトリまr-ii

世･帯主､の婚姻( 配偶者 の勝 入) り ま、アトト リの学祭同犠他産業就業老 の増 加^ もたらす

．この10 年間 の婚x 者＼5人中衣手専従者は１人のみでありに他は免ひ

ていゐ、)  i:アトト リ ま几はアトト リの子の血生: は.  十丿 鰍肴叱のために就業£申断々

ゐ契視となJ）うろ昨、当坊已の寸子は全z 就業 £継緩しており、象旅の就業者数 は貳デレ

ていない．　　　　　　　づ

羞 訓0 午間にお いて- 当地匡では周餌 段嘴の移行という毘由以外では就業構走に尺きな

変化はみられず'. 低減灸期にh 周期 の埓行はm.実に.農象人a  £他左京へ流血さ廸乙い6.
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殉黄孝行劾月 ﾃ剪゙－きのこ頬の爪邨の弗季節の乙躇煮や豚－
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